
平
成
23
年

　

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、12
月
９
日（
金
）か
ら
19
日（
月
）ま
で
、11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、補
正
予
算
・

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、今
定
例
会
で
は
、13
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
の
様
子
は
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）で
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

第
４
回
定
例
会

12月補正予算

一般会計補正予算

特別会計補正予算

補正予算のおもな事業補正予算のおもな事業補正予算のおもな事業

　12 月一般会計補正予算は、市税、国県
支出金、諸収入を財源に、財政調整基金
積立金、自立支援給付費、生活保護扶助費、
こども医療助成費などの補正予算が提出
され、採決の結果、全会一致で可決しま
した。

諸 支 出 金 1億8,426万円財政調整基金積立金の増額

民 生 費 1億4,606万円自立支援給付費・生活保護扶助費・こども医療助成費など
の増額、職員人件費・竜王東保育園設計料の減額

消 防 費 1,451万円消防団員公務災害補償基金負担金などの増額

衛 生 費 981万円放射線測定器購入費・指定ごみ袋製作費・敷島保健福祉セ
ンター修繕費などの増額、職員人件費などの減額

土 木 費 180万円市営住宅解体工事費などの増額、職員人件費の減額

教 育 費 73万円小中学校施設整備費の増額、職員人件費の減額

議会費・商工費
農 林 水 産 業 費 59万円職員人件費の増額

総 務 費 △5,334万円行政連絡調整交付金などの増額、職員人件費・固定資産税
前納報償費などの減額

公 債 費 △411万円長期償還元金の増額、長期償還利子などの減額

労 働 費 △170万円市民保養所委託金の減額

市税
国県支出金
諸収入

2億 0,000 万円
9,754 万円
107万円

おもな歳入（財源）

おもな歳出（使いみち）

おもな歳入（財源）

おもな歳出（使いみち）

おもな歳入（財源）

おもな歳出（使いみち）

一般会計を2億9,861万円増額一般会計を2億9,861万円増額一般会計を2億9,861万円増額
職員人件費は、約9,307万円の減額・事業費は、約3億9,168万円の増額

　　特　別　会　計　名
介護保険
介護サービス
下水道事業

補　正　額　　　
3,207 万円

7万円
782万円

●障がい者自立支援介護給付費 8,947万円（追加）
・受給者増加および法改正にともなう事業費の増額

●生活保護扶助費 2,950万円（追加）
・生活保護世帯・保護人員の増加による扶助費の増額

●こども医療費助成金 2,525万円（追加）
・子ども医療費窓口無料化の助成経費の増額

●小中学校施設整備費 1,245万円（新規）
・双葉中学校改修計画策定経費および各校雨漏り修繕など

●市指定ごみ収集袋の製作費 1,200万円（新規）
・平成 24年度から商工会・ＪＡ中巨摩東部へ販売委託を行うためのもの

△と青字は減額

条例の一部改正

◆指定管理者の導入は、民間のノウハウを活用し、住民サービスの向上と経費削減などを図る
　ためのもので、平成24年4月から29年3月までの指定管理者を次のとおり決定しました。

◆任期満了（平成23年12月31日）にともない、議長の指名推選により、次の方々が当選しました。
　なお、任期は平成24年1月1日から4年間です。

◆甲斐市税条例
寄附金税額控除の適用下限額の引き下げなどの一部改正

◆竜王東児童センターの使用に関する条例
施設内に「竜王子育てひろば」を開設するための一部改正

３施設の指定管理者を決定３施設の指定管理者を決定３施設の指定管理者を決定

◆昭和町で整備する昭和町道30号線の甲斐市内分
　（竜王田中線のアルプス通り先）の町道路線認定に
　ついて可決しました。

区域外町道路線認定の承諾区域外町道路線認定の承諾区域外町道路線認定の承諾

施　設　名 指定管理者

定 例 会
人 事 前任の増坪愛子 氏の任期満了（平成23年12月25日）にともない、

栁本博美 氏の選任（新任）に対し同意しました。

教育委員会委員

㈱フィッツ
敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター

双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター

施　設　名 指定管理者

甲斐敷島梅の里
クラインガルテン

農事組合法人
ゆうのう敷島

恩賜県有財産保護組合議員選挙

組　合　名

第一御座石前山恩賜県有財産保護組合

下広河原恩賜県有財産保護組合

御座石恩賜県有財産保護組合

老別当恩賜県有財産保護組合

栁本 源輝 氏（宇津谷）

中島 　洋 氏（宇津谷）

議員当選者

かおり幼稚園かおり幼稚園

アル
プス

通り

アル
プス

通り

甲斐市

昭和町

行
政
界

竜
王
田
中
線

昭
和
町
道
30
号
線

昭和町工事箇所

指定管理・人事・選挙・条例

昭和町道30号線整備箇所位置図
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税条例等の一部改正の件

指定管理者の指定の件（敷島・双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター）

〇7

〇7

〇5

〇5

〇3

〇3

〇3

〇3

×2

×2

議案第50号

議案第56号

議案番号

※1人不足は議長

○…賛成　　×…反対

創政甲斐
クラブ
（8人）

颯新
クラブ
（5人）

公明党
（3人）

甲斐市民
倶楽部
（3人）

日本共産党
甲斐市議団
（2人）

議　　　　案　　　　名

■採決により原案可決された議案（賛成多数）

竜王東児童センターの使用に関する条例の一部改正の件

平成23年度 一般会計補正予算（第4号）

平成23年度 介護保険特別会計補正予算（第3号）

平成23年度 介護サービス特別会計補正予算（第2号）

平成23年度 下水道事業特別会計補正予算（第3号）

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案番号 議　　　　案　　　　名

■異議なしで原案可決された議案（全会一致）

指定管理者の指定の件（甲斐敷島梅の里クラインガルテン）  

市道路線認定の件   

市道路線変更の件   

区域外町道路線認定の承諾の件   

教育委員会委員の任命の件   

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

同意第4号

議案番号 議　　　　案　　　　名

職員給与条例等の一部改正の件 〇7 〇5 〇3 〇2×1 ×2議案第48号

議案番号

※1人不足は議長

○…賛成　　×…反対

創政甲斐
クラブ
（8人）

颯新
クラブ
（5人）

公明党
（3人）

甲斐市民
倶楽部
（3人）

日本共産党
甲斐市議団
（2人）

議　　　　案　　　　名

■採決により原案可決された議案（賛成多数）

■一般会計補正予算（繰越明許費の設定）

平成23年度 一般会計補正予算（第3号）議案第49号

議案番号 議　　　　案　　　　名

■異議なしで原案可決された議案（全会一致）

平成23年 第4回

議
会
内
会
派
の
構
成

●
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ（
８
人
）

会
　
長
　
河
野
　
勝
彦

副
会
長
　
米
山
　
　
昇

幹
事
長
　
山
本
　
英
俊

　
　
　
　
長
谷
部
　
集

　
　
　
　
猪
股
　
尚
彦

　
　
　
　
内
藤
　
久
歳

　
　
　
　
藤
原
　
正
夫

　
　
　
　
小
浦
　
宗
光

●
颯
新
ク
ラ
ブ（
５
人
）

さ
っ
し
ん

会
　
長
　
有
泉
庸
一
郎

副
会
長
　
坂
本
　
一
之

幹
事
長
　
山
本
今
朝
雄

　
　
　
　
小
澤
　
重
則

　
　
　
　
清
水
　
正
二

●
公
明
党（
３
人
）

代
　
表
　
保
坂
　
芳
子

副
代
表
　
名
取
　
國
士

　
　
　
　
藤
田
　
　
悟

●
甲
斐
市
民
倶
楽
部（
３
人
）

会
　
長
　
三
浦
　
進
吾

副
会
長
　
斉
藤
　
芳
夫

　
　
　
　
池
神
　
哲
子

●
日
本
共
産
党
甲
斐
市
議
団

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
人
）

団
　
長
　
樋
泉
　
明
広

副
団
長
　
松
井
　
　
豊

平成23年 12月19日定例会議案審議結果

平成23年 第2回 平成23年11月30日臨時会議案審議結果

（仮称）志麻の里防災公園整備事業費1億9,106万円を

翌年度に繰越して使用できることになりました。

■職員給与条例等の一部改正
県職員の給与改定等に基づき、中高年齢層の市職員の

給与月額を0.19％引下げ、職員人件費全体で約221万

円の減額となりました。

定例会・臨時会の審議結果

職
員
人
件
費
の
減
額
補
正
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
臨

時
職
員
を
23
人
減
員
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
理
由
か
。

当
初
予
算
で
は
、
予
備
的
な
人
員
も
含
め
２
９
３
人

の
臨
時
職
員
を
見
込
ん
だ
が
、
今
年
度
は
、
今
以
上

の
採
用
を
す
る
見
込
み
が
な
い
た
め
減
額
す
る
。

職
員
人
件
費
の
減
額
理
由
は

質
問
質
問
質
問

答
弁
答
弁
答
弁

補正理由は、個人市民税が伸びたという説明だが、収納見込に対する収納率は。

個人市民税のうち所得割額は、当初予算が 31 億 4,619 万円であったが、収納見込額
は 33 億 619 万円（1億 6千万円増）で、収納率は 97.3％を見込んでいる。

市税増額のおもな理由と収納見込は

質問質問質問
答弁答弁答弁

QQQ
小
中
学
校
の
雨
漏
り
修
繕
は
、
４
校
で
約
６
０
０
万
円

の
増
額
補
正
で
あ
る
が
、
雨
漏
り
の
原
因
は
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
校
舎
も

30
年
近
く
た
っ
て
お
り
、
壁
の
ひ
び
割
れ
や
防
水
層

の
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
雨
漏
り
の
原
因
は

質
問
質
問
質
問

答
弁
答
弁
答
弁 QQQ

QQQ

補正予算において、篠原地区の筆界未定地の解消経費を増額するが、今後も地籍調
査時に隣接地と境界が決まっていない他の筆界未定地の解消も市が、費用負担する
方針であるのか。

筆界未定地の解消費用は、当事者間での費用負担となり、市の考えは、筆界未定地
の中に市有地や道水路があれば、市も当事者となり、費用負担していく考えである。

今後の筆界未定地の解消に対する市の方向性は

質問質問質問

答弁答弁答弁

QQQ

生活保護扶助費を増額補正するが、新規の生活保護の申請件数は。また、生活保護
世帯の内訳と保護者数は。

相談件数は 232 件であり、そのうち申請は 70 件、保護開始 62 件、保護にならない
方は8件であった。また、保護世帯の内訳は、10月末で高齢者104世帯、母子24世帯、
傷病・障がい 81 世帯、その他（稼働世帯）73 世帯であり、人数は 282 世帯で 376
人である。

生活保護の申請状況などは

質問質問質問

答弁答弁答弁

QQQ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

今
回
は
、
第
４
回
定
例
会
で
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
の
質
疑
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※平成23年3月末との比較では、33世帯・58人増加している。

委員会レポート
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三常任委員会と
各種団体との意見交換会レポート
三常任委員会と
各種団体との意見交換会レポート
三常任委員会と
各種団体との意見交換会レポート
　市議会では、議会活性化の取り組みの一環として、平成 21 年度から各常任委員会は、各種団体な
どと意見交換会を実施しています。本年度は、11 月に意見交換会を開催し、今回は、新たな取り組
みとして、各常任委員会で、この意見交換会の集約を行いました。その内容を要約でお伝えします。

常任委員会名
（参加人数）

団　体　名
（参加人数） 意見交換会

平成23年11月29日

平成23年11月28日

平成23年11月24日

意見交換会集約

平成24年1月27日

平成24年2月  6日

平成24年1月10日

総務教育
（7人）

厚生環境
（6人）

建設経済
（7人）

甲斐市男女共同参画推進委員会
（14人）

甲斐市ファミリー・サポート・
センター会員　（10人）

農事組合法人ゆうのう敷島
（5人）

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、「
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、東
日
本
大
震

災
を
受
け
、実
際
に
災
害
等
が
発
生

し
た
場
合
、女
性
で
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
救
援
物
品
な
ど
も
あ
る
。そ

う
い
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、

女
性
の
視
点
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な

組
織
の
見
直
し
な
ど
で
き
な
い
か
。

ま
た
、自
治
会
と
い
う
一
番
身
近
な

防
災
組
織
の
中
に
お
い
て
も
女
性
が

必
ず
入
る
よ
う
な
体
制
が
と
れ
な
い

か
な
ど
の
問
題
や
男
女
共
同
参
画
の

啓
発
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
意
見
交
換
会
の
集
約

と
し
て
、地
域
に
お
い
て
も
女
性
の

リ
ー
ダ
ー
を
確
立
す
る
な
ど
、災
害
が

起
き
た
と
き
の
体
制
づ
く
り
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。男
女
共
同
参
画
の
推

進
と
い
う
問
題
は
、行
政
全
般
の
あ
ら

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
と
の
意
見
交
換
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
と
の
意
見
交
換
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
と
の
意
見
交
換
会

ゆ
る
部
分
に
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
と

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、第
２
次
甲
斐

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
を

は
じ
め
、市
幹
部
職
員
や
行
政
委
員

へ
の
女
性
の
登
用
率
な
ど
の
目
標
に

対
し
絶
え
ず
注
視
し
、本
委
員
会
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
旨
を

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
報
告

し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

河
野　

勝
彦　

記
）

意見交換会レポート

　建設経済常任委員会では、甲斐市の農業振興につ

いて、「ゆうのう敷島」の役員の皆さんと意見交換会

を行いました。

　主な内容は、甲斐敷島梅の里クラインガルテンの

指定管理者とし て 3 年間が経過する中で、利用者と

地域との交流に大きな成果を上げるなどの実績や荒

廃農地の整備にあたって直面する農家の高齢化や、

土壌改良など多くの課題を伺い、積極的な就農支援

策の必要性を再認識いたしました。

　委員会での意見交換会の集約は、担当課を交え議

論を行い、就農支援は、すぐに結論が出るものではな

いが、国や県の補助事業の方向性が定まるまでは継

続して検討を行い、就農意欲をそぐことのないよう

市への働きかけを行うこととしました。また、茅ヶ岳

東部広域農道の開通後には、クラインガルテンの利

用度も高まる見込みであり、クラブハウスのさらな

る活用方法にも関心を持ち注視しながら収益が上が

るような方策を委員会でも検討することとしまし

た。

　今後も意見交換会により、関係する諸課題の検証・

検討を続けていきたいと考えています。

（委員長　有泉　庸一郎　記）

　
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、「
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
現
状
と

課
題
」に
つ
い
て
、意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、市
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
相
互

で
子
育
て
支
援
を
行
う
援
助
活
動
事

業
に
つ
い
て
、依
頼（
子
ど
も
を
預
け

る
）会
員
か
ら
は
、保
育
園
へ
の
送

迎
、子
ど
も
の
病
気
時
や
休
日
お
よ

び
夜
間
の
保
育
な
ど
を「
仕
事
で
対

応
で
き
な
い
場
合
」、「
県
外
か
ら
転

居
し
て
き
て
、実
家
や
親
戚
も
近
く

に
な
く
頼
る
と
こ
ろ
が
な
い
」な
ど

の
理
由
で
、協
力
会
員
へ
お
願
い
し

大
変
助
か
っ
て
い
る
こ
と
や
、協
力

（
子
ど
も
を
預
か
る
）会
員
か
ら
は
、

育
児
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
美
容

室
な
ど
の
用
事
で
も
気
軽
に
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
事
業
の
さ

ら
な
る
周
知
と
市
か
ら
の
利
用
料
助

成
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。委
員
一
同
、今
回
の
意
見
交
換

会
で
、こ
の
事
業
の
重
要
性
、必
要
性

を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、本
委
員
会
で
の
集
約
は
、県

内
自
治
体
と
本
市
の
制
度
比
較
を

行
っ
た
結
果
、要
望
が
あ
っ
た
利
用

料
助
成
の
拡
充
は
、今
後
の
調
査
お

よ
び
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
委
員
長
　
三
浦
　
進
吾
　
記
）

農事組合法人ゆうのう敷島との意見交換会農事組合法人ゆうのう敷島との意見交換会農事組合法人ゆうのう敷島との意見交換会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
と
の

意
見
交
換
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
と
の

意
見
交
換
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
と
の

意
見
交
換
会
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一
般
質
問
は
、議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く
、行
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
の
考
え
方
や
市
政
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
り
所
見
を
問
い
た
だ
す
も
の
で
す
。

　
な
お
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、一
般
質
問
の
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
（
通
告
順
・
要
約
）

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ『一問一答方式』『一問一答方式』『一問一答方式』
13人の議員が市政を問う! こ

が
聞
き
た
い

猪　股　尚　彦　　議員　創政甲斐クラブ　　　　  9ページ

斉　藤　芳　夫　　議員　甲斐市民倶楽部　　　　10ページ

有　泉　庸一郎　　議員　颯新クラブ　　　　　　11ページ

樋　泉　明　広　　議員　日本共産党甲斐市議団　12ページ

長谷部　　　集　　議員　創政甲斐クラブ　　　　13ページ

藤　田　　　悟　　議員　公明党　　　　　　　　14ページ

池　神　哲　子　　議員　甲斐市民倶楽部　　　　15ページ

小　澤　重　則　　議員　颯新クラブ　　　　　　16ページ

清　水　正　二　　議員　颯新クラブ　　　　　　17ページ

名　取　國　士　　議員　公明党　　　　　　　　18ページ

坂　本　一　之　　議員　颯新クラブ　　　　　　19ページ

保　坂　芳　子　　議員　公明党　　　　　　　　20ページ

松　井　　　豊　　議員　日本共産党甲斐市議団　21ページ

第4回定例会の様子

跡
地
利
用
は
、
敷
島
地
区
地
域
審
議
会
か
ら
福
祉
関
係
施
設
と
し
て
利
活
用
を

望
む
意
見
や
地
元
の
上
町
南
区
公
民
館
と
し
て
の
借
地
使
用
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練
習
場
な

ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。
市
で
は
、
本
年
度
中
に
跡
地
利
用
の
方
法
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ

猪
股　

尚
彦　
議
員

竜王駅北口の民間開発の進捗は

敷
島
地
区
の
公
立「
保
育
園
・
幼
稚
園
」の
整
備
計
画
は

具体的な出店計画はない市長

市
全
体
の
整
備
計
画
を
早
急
に
ま
と
め
る

市
長

平成 22 年３月に竜王駅周辺整備事業が完了し、供用開始から早いもの
で２年目を迎える。これまで、竜王駅北口の民間開発は、どのような計画や提案
があったのか聞く。

猪股

平
成
24
年
３
月
の
新
敷
島
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、
現
敷
島
庁
舎
の
跡
地
の

利
用
計
画
は
。

猪
股

市
長

市
全
体
の
保
育
園
整
備
計
画

は
、
平
成
22
年
度
に
設
置
し
た
「
保
育

園
幼
稚
園
の
将
来
計
画
協
議
会
」
で
審

議
し
、
民
間
の
幼
稚
園
、
保
育
園
に
配

慮
し
な
が
ら
、
全
体
の
配
置
計
画
な
ど

を
早
急
に
ま
と
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

こ
の
敷
島
庁
舎
の
跡
地
利

用
に
も
関
係
す
る
が
、
敷
島
地
区
の

敷
島
保
育
園
、
松
島
保
育
園
、
し
き

し
ま
幼
稚
園
の
建
て
替
え
な
ど
整
備

の
計
画
は
。

猪
股

市
長

竜王駅北口に関する民間からの開発計画は、これまで住宅メーカーなどから大型スーパーなどの商業施

設や共同住宅などの計画や、また、平成 23 年 3 月には県外建築事務所から商工会を通じて、ホテルやスーパーな

どを配置した複合施設の計画を目的に、用途地域など開発条件の事前相談や問い合わせがあったが、具体的な出店

計画などの協議には至っていない。今後も大変厳しい経済情勢であるが、民間活力を導入しながら竜王駅周辺の活

性化につながるよう、具体的な出店計画に伴う協議および調査研究を行っていく考えである。

市長

竜王駅の乗降客の増加と駅周辺の活性化についての考えは。猪股

市では、駅利用者の増加と駅周辺の活性化を図るため、平成 22 年度に「竜王駅魅力発信協議会」を設立し、

ダンスコンテストやライブコンサートのほか、本年度は、新たに東日本大震災後「日本を元気に応援団」のイベン

トを開催し、ＪＲを利用して甲斐市（竜王駅）への来訪者の増加を図っている。今後も「竜王駅魅力発信協議会」

の活動とも連携しながら本市の魅力である住環境の良さ、歴史文化、自然などを県内外に発信していく考えである。

市長

一般質問

竜王駅北口周辺の様子
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竜
王
中
央
保
育
園
は
、
設

計
請
負
業
者
の
積
算
誤
り
に
よ
り
入

札
を
取
り
止
め
と
し
た
。
ま
た
、
志

麻
の
里
防
災
公
園
は
、
当
初
、
入
札

の
申
込
み
者
か
ら
積
算
価
格
が
予
定

価
格
を
上
回
る
と
の
理
由
で
入
札
の

辞
退
が
あ
り
、
市
は
、
こ
の
結
果
を

受
け
設
計
の
積
算
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
、

適
正
価
格
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
、
再
度
入
札
公
告
を
行
っ
た

が
、
入
札
の
申
込
み
者
が
な
く
入
札

を
取
り
止
め
と
し
た
。
今
後
は
、
設

計
業
者
の
ラ
ン
ク
分
け
な
ど
の
検
討

と
委
託
業
務
も
一
般
競
争
入
札
と
し

て
試
行
し
、
必
要
に
応
じ
外
部
機
関

の
利
用
な
ど
も
検
討
す
る
考
え
で
あ

る
。

■
甲
斐
市
民
倶
楽
部

斉
藤
　
芳
夫
　
議
員

ダンピング受注の排除のため入札制度の改革を

「低入札価格調査実施要領」に基づき対応市長

設
計
業
者
の
ラ
ン
ク
分
け
検
討
と

委
託
業
務
も
一
般
競
争
入
札
を
試
行

市
長

全国的には、低入札価格が問題になっている。ダンピング受注（予定価格より不当に低い価格で受注）
の排除のため入札制度の改革を行うべきであるが考えは。

本
年
度
発
注
の
「
竜
王
中
央
保
育
園
増
築
建
築
主
体

工
事
」
と
「
志
麻
の
里
防
災
公
園
管
理
棟
建
設
工
事
」
は
、
市

の
設
定
し
た
予
定
価
格
と
業
者
の
見
積
り
価
格
に
開
き
が
大
き

く
希
望
者
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
入
札
が
取
り
止
め
に

な
っ
た
。
こ
の
経
緯
と
原
因
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長

斉
藤

建設工事は、粗雑工事を防止するため、甲斐市低入札価格調査実施要領に基づき調査基準価格を下回っ

ているときは、低入札価格の調査を実施したうえで、落札者を決定している。

市長

斉藤

建築関係の専門職員を配置する考えは

今後の行政需要を考慮すると配置は困難市長

これらの問題や工事の安全管理・品質管理などや元請と下請の適正取引が図られるよう、国土交通
省は、工事全般の元請業者に対する指導を発注者に求めている。以前にも質問したが、再度、建築関係の専
門職員を配置する考えを聞く。

ここ数年は、耐震対策などの建築工事が計画されているが、将来的には工事件数は減少すると見込まれ

るので、専門職員の配置は困難であると考えている。

市長

斉藤

本
年
度
発
注
の
建
設
工
事
の

入
札
取
り
止
め
の
対
策
は

一般質問

建設中の竜王中央保育園

市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
で
人
的
被
害
の
発
生
状
況
に
よ
り
中
巨
摩
お
よ
び
北
巨
摩
医

師
会
と
県
や
関
係
機
関
に
も
協
力
要
請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
颯
新
ク
ラ
ブ

有
泉　

庸
一
郎　
議
員

本市の救急医療の現状を聞く

大
規
模
災
害
の
救
護
体
制
の
整
備
は

県・県内市町村・医師会と連携し救急医療に対応市長

今後の事業仕分けの考えは

議会の声を尊重し効率的な
行政執行に努める

市長

地
域
防
災
計
画
で
災
害
時
の
応
急
医
療
対
策
を
定
め
て
い
る

市
長

救急医療は、救急患者を３つの段階に分け対応しているが、本市の救急
医療の現状を聞く。
有泉

本年度 11月に模擬による事業仕分けを実施したが、
今後、事業仕分けをどのように考えているのか。
有泉

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
の
災
害
に
向
け
て
、
大
規
模
災
害
の
救
護
体
制
の
整
備
が

急
務
で
あ
る
が
対
応
は
。
ま
た
、
９
月
に
行
う
防
災
訓
練
で
、
医
師
会
に
も
参
加
要
請
を
行

い
現
実
に
即
し
た
現
地
訓
練
が
で
き
な
い
も
の
か
。

有
泉

市
長

防
災
訓
練
へ
の
医
師
会
の
参
加
は
、
医
師
会
や
薬
剤
師
会
な
ど
と
連
携
し
、
医
療

救
護
班
独
自
の
訓
練
実
施
に
向
け
協
議
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

総
務
部
長

１次救急（帰宅可能患者の救急医療）は、竜王・敷島地区は中巨摩医師会の当番医が対応し、双葉地区

は北巨摩医師会の当番医が対応している。２次救急（一般病棟入院患者の救急医療）は、119 番通報により出動し

た救急車で、竜王・敷島地区は甲府地区消防本部管内の病院へ、双葉地区は峡北消防本部管内の病院へ搬送される。

３次救急（集中治療室入院患者の救急医療）は、救命救急センターである県立中央病院が対応している。

市長

今回の模擬事業仕分けの検証を踏まえ、行

政評価による効率性の徹底をより一層期することと

し、外部評価は行政改革推進委員会を組織活用する

ことも考えているが、こうした役割や機能は、行政

のチェック機能を有する議会が担っているので、議

会の声を尊重し引き続き効率的な行政執行にあたる

考えである。

市長

この１次救急は、甲府市・中巨摩・北巨
摩の医師会の協力を得て中北保健所管内を１つの
医療圏として対応できないものか。

有泉 本件は、甲府・中巨摩・峡北圏域の関係もあ

り難しいが、医師会などの意見も聞き 改善策に努力

していく考えである。

教育長市長

一般質問

模擬事業仕分けの様子
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■
日
本
共
産
党
甲
斐
市
議
団

樋
泉
　
明
広
　
議
員

義務教育および学校給食費の無償化を

義務教育の無償範囲は授業料教育長

憲法第 26 条では、義務教育は無償であると掲げてい
る。前回も質問しているが、再度、義務教育の無償化に対する
見解を聞く。また、学校給食費の無償化や軽減措置の考えは。

憲法および教育基本法では、公立学校の義務教育

は、無償規定があるが、無償とされるべき範囲は、最高裁の判

例のとおり授業料であると理解している。また、給食費は、学

校給食法により運営に要する経費について設置者が負担し、食

材費は、保護者が負担することと定められている。本市では、

経済的に困窮している世帯を対象に、就学援助制度により給食

費の全額助成を行なっている。

教育長

樋泉

平成24年度は国保税を引き上げるべきでない

来年度の国保税率は被保険者の所得状況などを精査し検討市長

民主党政権の「社会保障と税の一体改革」による増税計画は、社会保障制度の改悪を進めながら消費税
増税や復興税、介護保険料の値上げを国民に押し付けるものである。このような時に、さらなる市民負担になるよ
うな国民健康保険税の引き上げは、平成 24年度は、特に避けるべきであるが、見解を聞く。

本年度の国保税は、平成 22 年度の医療費の伸びが低かったことや市の一般会計から法定外の単独繰入金

を投入し引き上げは行なっていない。来年度の国保税率は、今後の医療費の動向や補助金、被保険者の所得状況な

どを精査した中で検討する考えである。

市長

樋泉

双葉東小学校の授業風景（1年4組）

滞
納
世
帯
に
は
、「
国
民
健
康
保
険
滞
納
者
対

策
実
施
要
領
」
に
基
づ
き
適
正
な
運
用
を
し
て
い
る
が
、

緊
急
で
受
診
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
資
格
証
明

書
な
ど
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
短
期
保
険
証
に
切
り
替
え

る
な
ど
対
応
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
保
税
の
減
免
は
、

低
所
得
者
層
に
対
し
軽
減
措
置
を
適
用
し
て
お
り
、「
国

民
健
康
保
険
税
減
免
取
扱
要
綱
」
に
基
づ
き
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
減

免
は
、
今
後
も
検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。

「
国
民
健
康
保
険
滞
納
者
対
策

実
施
要
領
」で
適
正
な
運
用
を

し
て
い
る

市
長

短
期
保
険
証
、
資
格
証
明
書
の
発
行
を
中
止

し
、
保
険
証
の
未
渡
し
の
解
消
を
図
る
べ
き
だ
が
見
解

は
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
税
・
医
療
費
一
部
負
担
の
減
免
、

軽
減
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
。

市
長

樋
泉

国
民
健
康
保
険
証
の

未
渡
し
解
消
を

一般質問

本市からのアクセスは市民の利便性向上のため、当面は都市計画道路田

富町敷島線の早期完成を促進し、今後は関係市町と協議し交通ネットワークの構

築に努めていく。

本
市
は
、
鉄
道
駅
に
加
え
路
線

バ
ス
の
営
業
所
、
羽
田
・
成
田
空
港
線
、

名
古
屋
線
が
発
着
す
る
高
速
バ
ス
乗
り
場

が
竜
王
駅
に
あ
り
、
公
共
交
通
の
利
便
性

は
高
い
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
１
日
２
往

復
の
京
都
大
阪
線
が
本
年
度
中
に
実
現
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
も
要
望
を
重

ね
竜
王
駅
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
に
つ
な
が
る

施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

■
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ

長
谷
部
　
集
　
議
員

甲斐市のまちづくりに対する方策は

竜
王
駅
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
を

リニア中央新幹線のアクセスや
アルプス通り沿いなどの開発を検討

市長

タ
ー
ミ
ナ
ル
化
に

つ
な
が
る
施
策
を
展
開

市
長

リニア中央新幹線の駅までのアクセスや利便性向上を図る施策は。長谷部

アルプス通り沿いの開発は、本市にとって必要不可欠な課題である。
しかし市街化調整区域のため開発ができないが、都市計画法上の制度は無いのか。
長谷部

市長

県では人口減少や超高齢化により、区域区分（市街化区域の拡大）は見

直さないとしている。今後は、地域の実情に即したまちづくりの推進を図るため、

条例制度の活用も視野に入れ検討していく。

市長

赤坂台地域も市街化調整区域となっており、
土地の有効活用には大きな課題がある。「赤坂とまと」の
栽培などで市も活用を考えているが、今後の施策は。

長谷部

赤坂台地の農業を取り巻く環境は、非常に厳し

い状況である。耕作放棄地の解消対策として、トマトや

サツマイモを試験栽培しブランド化を目指している。ま

た、一部住宅地が密集している状況もあり、今後はアル

プス通り同様、開発条例の制定を検討する。

市長

開発許可に係る権限が県から市へ移譲

されたことで、市が開発条例を制定し、一定の条件で開発

できるようになった。今後はこの条例制定を検討したい。

建設産業部長

バ
ス
路
線
は
甲
府
駅
を
中
心

に
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
乗
り
換

え
は
甲
府
駅
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
竜
王
駅
に
既
存
の
成
田
・
羽
田

空
港
路
線
以
外
の
高
速
バ
ス
を
増
や
し
、

南
ア
ル
プ
ス
市
を
は
じ
め
県
北
西
部
へ
の

路
線
バ
ス
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ

テ
ラ
イ
ト
的
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
変
貌

す
る
こ
と
が
、
竜
王
駅
の
利
用
者
を
増
や

す
も
の
と
考
え
る
が
所
見
を
聞
く
。

市
長

長
谷
部

竜王駅南口の竜王高速バス乗り場と成田空港線バス

一般質問
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イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
大
量
の
情

報
の
中
か
ら
必
要
な
情

報
を
選
択
で
き
る
。
ま

た
、
同
時
に
有
害
情
報

な
ど
は
、
青
少
年
へ
の

悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
学
校
と
保

護
者
が
連
携
し
情
報
を

子
ど
も
が
適
切
に
活
用

で
き
る
教
育
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
公
明
党

藤
田
　
悟
　
議
員

子どもたちにネット社会の負の側面を伝える必要がある

適切な知識を教えることが大切である教育長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
活
用
で
き
る

能
力
を
育
て
る
教
育
が
必
要

教
育
長

ゲーム中は、脳の前頭前野の活動が低下することが指摘されてい
る。また、ゲームの中で 9 割に暴力的な場面が含まれ、子どもたちに影響
を与えている研究結果もある。各家庭はもちろん、教育現場でネット社会
の負の側面をしっかり伝える必要があるが、今後の対応を聞く。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
便
利
な
面
と
し
て
役
に
立
つ

情
報
も
大
い
に
あ
る
が
、
負
の
側
面
、
闇
に
直
結
す
る
危
険
性

と
も
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
し
か
も
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
一
番

近
く
に
い
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
社
会
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
ネ
ッ
ト
社
会
と
子
ど
も
の
教
育
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
所

見
を
聞
く
。

教
育
長

藤
田

新学習指導要領では、ネット上での誹謗中傷やいじめ、有害情報などは子どもたちに大きな影響を与

えることから、学校では家庭と連携しながら情報モラルの指導をすることが重要であるとしている。このため、小

中学校では、各教科などの授業で、インターネットの活用、情報モラルに関する指導の充実を図り、中学校の技術・

家庭科の授業でも情報活用能力の育成に係る指導の徹底を図っている。今後も学校現場において、適切な知識を教

えることが大切であると考えている。

教育長

デジタル教科書の導入は、教科書改訂に併せ、本年度は小学校、来年度は中学校へ導入を予定して

いる。

教育長

藤田

全小中学校でのデジタル教科書への移行計画は

教科書改訂に併せ導入を予定教育長

市内の全小中学校では、電子黒板を導入しているが、将来的に全校でデジタル教科書への移行を行
うのか。
藤田

ネ
ッ
ト
社
会
と
子
ど
も
の
教
育
の

関
連
性
に
つ
い
て
の
所
見
は

一般質問

テレビゲームに興じる子どもたち

こ
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
、
県
内
で
は
５
市
１
町
で
実
施
さ
れ
、
本
市
で
も
ク
ロ
ー
バ
ー
保
育
園

で
実
施
し
て
い
る
。
現
在
２
１
１
人
の
児
童
が
登
録
し
て
お
り
、
延
べ
１
０
８
人
が
利
用
し
て
い
る
。
今
後
、
ま

す
ま
す
利
用
者
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

■
甲
斐
市
民
倶
楽
部

池
神
　
哲
子
　
議
員

地域主権改革で想定されることは

本
年
度
か
ら
実
施
の「
病
児
・
病
後
児
保
育
」の
状
況
は

住民主体の発想に基づく地方自治の展開市長

小学校校庭の芝生化は、なぜ進まないのか

課題を検討整理し設置可能施設を検討教育長

現
在
２
１
１
人
の
児
童
が
登
録
、延
べ
１
０
８
人
が
利
用

市
長

地域主権改革は、地方分権への新たな展開として、国が地方に優越する
上下関係から対等の立場として、新たなパートナーシップの関係へと根本的に転
換するものである。そこで、地域主権改革にあたって困難な点や優位性を聞く。

池神

小学校の校庭を芝生化にという要望を出してから９年が経つ。
現在まで、数校しか実現されていないが、なぜ芝生化が進まないのか。
池神

本
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は
。

池
神

市
長

この改革の主眼である地域の自主性と自立性を確立していくためには、地方自治体と住民とが一体となっ

てまちづくりを推進していくことが必要である。住民の視点と地域の特殊性を生かした政策立案が求められ、パブ

リックコメントや意見交換会の開催など広く住民参加による開かれた政策論議を行うことが課題である。また、こ

の改革により、国・県・市は上下主従の関係から対等協力の関係に転換され、従来の国からの押し付けでなく、地

域の自主性が生かされるものと考えている。

市長

校庭の芝生化は、砂ぼこり防止やけがの抑制、夏場の地

表温度の低下などのメリットがある反面、スポーツの種類によって

は、芝生が適さないことや児童数が多く使用頻度の高い学校では、

芝枯れが発生するなどの問題、さらには維持管理の人的な面などか

ら現在、学校からは、芝生化の要望はない状況である。今後、さら

に課題を検討整理した後、改めて設置可能な施設を検討する考えで

ある。

教育長

一般質問

病児・病後児保育を実施している「クローバー保育園」（赤坂台病院隣り）
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本年度の防災訓練は、東日本大震災を教訓に指定避難場所（市内 22 か所）

において要援護者を交えての避難訓練を行い、約１万 4 千人以上の市民の参加を

得た。訓練後の市民アンケートでは、約 8 割の方から「指定避難場所の内容が確

認でき大変良かった」という回答や「訓練会場が遠い」、「訓練内容が多い」など

の意見もあった。今後もこれらの意見を参考に、さまざ

まな訓練や講演などで防災意識の高揚を図りたいと考え

ている。

室
温
調
査
は
、
７
月
か
ら
９
月

ま
で
の
40
日
間
で
延
べ
１
、
５
４
６
教
室
を
測

定
し
、
35
℃
以
上
の
教
室
は
１
３
７
教
室
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
市
内
の
双
葉
地
区
を
除
く
小

中
学
校
は
、
エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で
あ
る
が
学

校
の
整
備
に
は
、
老
朽
化
に
よ
る
校
舎
の
大
規

模
改
修
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
整
備
な
ど
、
重

要
課
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の
設

置
は
、
設
置
費
や
運
用
経
費
の
確
保
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
将
来
の
電
力
需
要

や
小
中
学
校
の
状
況
を
総
合
的
に
見
極
め
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
検
討
す
る

考
え
で
あ
る
。

■
颯
新
ク
ラ
ブ

清
水　

正
二　
議
員

本年度の総合防災訓練の成果と検証は

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
計
画
は

市民アンケートを参考に防災意識の高揚を図る市長

設
置
費
や
運
用
経
費
の

確
保
が
課
題

教
育
長

東日本大震災から９か月が経った。千年に一度という被災や台風 12 号、
15 号による土砂、交通災害により、今までの避難訓練や被災者の支援、避難所の
運営の見直しが必要である。9 月 4 日に本市総合防災訓練が実施され、今回は 2
次避難場所において、今までより規模を大きくして行われたが、この総合防災訓
練の成果と検証を聞く。

清水

市長

市では、洪水ハザードマップ、市民防災マニュ

アルの中で、県が指定している土砂災害危険箇所も掲載

しており、今後、数年に一度の見直しされる計画は、市

の広報誌やホームページで、改定内容などを具体的に周

知する考えである。

土砂災害危険地域、土砂災害崩落危険箇所のハ
ザードマップ作成の計画があるのか聞く。
清水

市長

県
立
高
校
で
は
、
エ
ア
コ
ン
設
置

を
決
め
た
。
６
月
定
例
会
で
校
舎
へ
の
緑
の

カ
ー
テ
ン
設
置
の
質
問
で
各
学
校
の
室
温
調
査

を
実
施
す
る
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
調
査
結

果
は
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置
で
あ
る
小
中

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
は
。

教
育
長

清
水

総合防災訓練の様子（竜王南小学校）

一般質問

■
颯
新
ク
ラ
ブ

小
澤
　
重
則
　
議
員

工事入札チェックのためにも「複線型人事制度」の導入を

県の状況も勘案しながら引き続き研究市長

最近相次いで建築工事の入札が、設計の不備による延期や入札辞退で取り止めになっている。平成 22
年の第 4 回定例会で市発注の工事入札に係るチェック体制について質問した際に、『専門職の育成を図った「複線
型人事制度」の導入は、本市人材育成方針の中で研究すべき位置づけである』との答弁であった。その後、どのよ
うに研究が進んでいるのか。また、このような事態の防止のためにも、ぜひ一日も早く導入すべきであるが、所見
を聞く。

建築等専門職の採用、配置計画は、今後の行政需要を考える中で、費用対効果を考慮すると導入は、困

難であると考えている。なお、国家公務員の複線型人事制度としての専門スタッフ職俸給表の導入は、困難である

と考えているが、県の状況も勘案しながら引き続き研究する考えである。

市長

小澤

本年度の緊急雇用創出事業による総合案内フロアマネージャー

こ
の
事
業
は
、
失
業
者
に
対
す
る
短
期
雇
用
お
よ
び
就

業
機
会
の
創
出
や
提
供
の
た
め
、
国
よ
り
１
０
０
％
の
補
助
金
を

受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
有
利
性
か
ら
本
市
も
積
極
的
に
活
用

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
年
度
ま
で
の
時
限
的
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
重
点
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
介
護
や
医
療
な
ど
を
除
き
、
来
年
度
以
降
の
事
業
継
続
は
、

来
年
度
予
算
編
成
方
針
と
し
て
は
、
別
に
補
て
ん
措
置
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
継
続
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
人
口
比
に
よ
る
本
市
の
職
員
数
は
県
下
で
最
も
少
な
い

の
で
、
現
有
の
職
員
で
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の

た
め
、
事
業
の
縮
小
廃
止
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
は
、
緊
急
性
な
ど
を
十
分
に
精
査
し
必
要
な
事
務
事

業
は
、
外
部
委
託
な
ど
を
効
率
的
に
活
用
し
、
市
単
独
事
業
と
し

て
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

介
護
や
医
療
な
ど
は
継
続

市
長

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
雇
用
安
定
の
対
策
と
し
て

生
み
出
さ
れ
た
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
が
、
平
成
24
年
３
月
で

終
了
す
る
。
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
市
は
、
数
々
の
事
業
や
業
務

を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
後
こ
の
財
源
に
代
わ
る
補
助
金
は

な
い
と
聞
く
が
、
市
単
独
事
業
で
実
施
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

現
職
員
で
事
業
や
業
務
を
継
続
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

小
澤 緊

急
雇
用
創
出
事
業
の
継
続
は

一般質問
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■
公
明
党

名
取　

國
士　
議
員

「ボランティア専用」ごみ袋の考えは

現行のごみ袋の提供でボランティア活動を支援市長

本市のごみ袋は、「燃えるごみ」と「燃えないごみ」はあるが、「ボ
ランティア専用ごみ袋」がないとの市民の声がある。ボランティア専用の
ごみ袋についての考えを聞く。

市では、市民の皆さまによる自主的な環境美化活動を支援するため、

各地区一斉河川清掃や地域独自で行われる清掃活動に使う場合のごみ袋は、事

前申請により、ごみ袋の無料配布を行っている。これまで担当課では、近隣自治体のボランティア専用ごみ袋を調

査した経緯もあるが、専用袋は製造単価が高くなることから、当面は現行のごみ袋の提供で、ボランティア活動を

支援する考えである。

市長

名取

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る「
減
災
」の
取
り
組
み
は

学
校
施
設
の
耐
震
化
は
、
平
成
22
年
度
で

す
べ
て
の
校
舎
、
体
育
館
の
耐
震
化
が
完
了
し
て
い
る
。

施
設
の
天
井
や
照
明
器
具
な
ど
も
、
災
害
発
生
時
に
被
害

を
減
ら
す
た
め
、
今
後
、
国
が
提
示
す
る
指
針
を
参
考
に

被
害
防
止
策
を
講
じ
る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
小

中
学
校
で
は
、
地
震
の
規
模
に
合
わ
せ
た
児
童
・
生
徒
の

保
護
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ

た
学
校
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
指
示
す
る
な
ど

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
指
導
し
て
い
る
。
な
お
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
も
今
後
、
計
画
的
に
大
規
模
改
修
な
ど

で
減
災
対
策
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
の
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
構
想
に
よ
り
、
本
市
の
公
共
施
設
の
大
半
が
耐
震

化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
か
ら
９

の
東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
が
き
て
も
、
果
た
し
て

屋
内
設
備
は
安
全
な
の
か
疑
問
が
あ
る
。
国
の
基
本

方
針
で
も
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
、

被
災
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重
視
し
、

経
済
的
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
「
減
災
」

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

教
育
長

名
取

計
画
的
な
大
規
模
改
修
で
対
応

教
育
長

地域ボランティア団体（ヒューマンクラブ）

釜無川スポーツ公園ごみ拾いの様子

一般質問

この事業は、平成 22 年度から平成 24 年度ま

での 3か年を期間に、国の補助事業として実施している。

しかし、国の方針変更があり、本年度から新たな「地域

公共交通確保維持改善事業」に見直し統合され、来年度

は補助対象とはならない。そこで本市地域公共交通総合

連携計画に基づく実証運行事業は、市が負担していた予

算の枠内で事業を縮小し、事業継続する考えである。

こ
の
協
議
会
は
、
市
内
の
公
立
保
育
園
お
よ
び
公
立
幼
稚
園

の
将
来
に
係
る
事
項
を
協
議
す
る
た
め
、
平
成
22
年
７
月
に
設
置
し
た
。

会
議
は
、
こ
れ
ま
で
５
回
開
催
し
て
お
り
、「
保
育
園
・
幼
稚
園
の
現
状

と
課
題
」、「
保
育
園
の
将
来
定
員
」、「
保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
と

民
間
委
託
」、
ま
た
、「
竜
王
地
区
の
建
て
替
え
と
将
来
計
画
」、「
敷
島

庁
舎
の
跡
地
利
用
」、「
民
業
圧
迫
に
つ
い
て
」
な
ど
を
協
議
し
検
討
し

て
き
た
。
今
後
、
早
急
に
全
体
計
画
を
ま
と
め
、
よ
り
具
体
的
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
颯
新
ク
ラ
ブ

坂
本
　
一
之
　
議
員

公共交通実証運行事業の来年度以降の計画は

保
育
園
幼
稚
園
の
将
来
計
画
協
議
会
の

状
況
は

補助事業は廃止されるが、予算の枠内で事業継続市長

こ
れ
ま
で
５
回
協
議
会
を
開
催
し
整
備
計
画
を

協
議
検
討
し
て
い
る

市
長

平成 22 年度から 3 年間の予定で行ってきた公共交通実証運行事業が、
平成 23 年度末で、国の補助金が打ち切られることになった。この事業は、交通空
白地帯の解消や高齢者の移動手段を確保するなどを目的に行われてきた事業であ
り、国の補助金がなくなるからといって、事業廃止すべきではない反面、1 年半の
利用状況や市民アンケートの内容を基に、見直さなければならない点もある。そ
こで、本事業の来年度以降の運行計画を聞く。

坂本

市長

昨
年
設
置
し
た
「
保
育
園
幼
稚
園
の
将
来
計
画
協
議
会
」
で

の
議
論
の
状
況
は
。

坂
本

市
長

関
係
者
に
対
す
る
説
明
会
は
、
１
月
以
降
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
協
議
会
の
協
議
を
基
に
、
竜
王
中
央
保
育
園
の
建
て
替

え
が
本
年
度
行
わ
れ
、
来
年
度
に
は
、
竜
王
東
保
育
園
が
移
転
に
よ
り

整
備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、
関
係
者
、
隣
接
者
な
ど
の
地
元
説
明
会

の
考
え
は
。

坂
本

福
祉
健
康
部
長

公共交通実証運行事業「甲斐市民バス」

一般質問
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■
公
明
党

保
坂　

芳
子　
議
員

不育症の相談窓口の設置を

専門的知識の習得などに努める市長

妊娠しても流産や死産を繰り返してしまう「不
育症」の検査や治療を周知するため、広報活動や不育症
相談窓口の設置などの体制づくりに対する考えを聞く。

該当となる妊婦などは、主治医からの対応があ

り、現在、市には具体的な相談はない。今後は、専門的

知識の習得や医療現場での情報収集に努め対応を検討す

る考えである。

市長

保坂

公共施設に杖ホルダーの設置を

今後、各庁舎の記載台へ設置していく市長

高齢者や障がいのある方など「杖」を使用してい
る来庁者のために、窓口に杖ホルダーを設置する考えは。

現在、各庁舎の受付カウンターおよび記載台は、

高齢者などにも配慮したローカウンターを一部取り入れ

ている。質問の杖ホルダーは、今後、記載台へ設置して

いく考えである。

市長

保坂

こ
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
早
く
て
も
平
成
24
年
度
末
の

導
入
予
定
で
あ
る
。
こ
の
導
入
ま
で
生
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
い
人

が
増
え
る
と
国
内
で
ポ
リ
オ
の
流
行
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
り
、
厚

生
労
働
省
は
、
現
在
の
生
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
よ
う
指
針
を
出
し

て
い
る
。
市
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
現
行
の
生
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
流
行
を
防
ぐ
必
要
性
を
強
調
し
相
談
な
ど
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

国
の
指
針
に
基
づ
き
相
談
な
ど
に
対
応

市
長

乳
幼
児
の
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
導
入
が
、
非

常
に
待
た
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長

保
坂

ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は

市
で
は
、
本
年
度
か
ら
新
館
１
階
に
総
合
窓
口
と

し
て
市
民
窓
口
課
を
新
設
し
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
１
か
所
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関

連
す
る
各
課
を
新
館
１
階
に
集
約
し
て
い
る
。
当
面
は
、
現

体
制
で
対
応
し
て
い
く
が
、
他
の
自
治
体
で
の
取
り
組
み
な

ど
を
参
考
に
研
究
す
る
考
え
で
あ
る
。

各
課
を
新
館
１
階
に
集
約
し
て
い
る

市
長

福
祉
・
保
健
・
医
療
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
１
か
所

の
窓
口
で
受
け
ら
れ
る
「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
設
置
の
考

え
は
。

市
長

保
坂

福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
を

市役所新館の記載台に設置された「杖ホルダー」

一般質問

建築工事は、今後、設計業者のランク分けと委託業務の一般競争入札の

試行、また、必要に応じ外部機関の利用も検討する。建築専門職は、将来的に建

築工事は減少するので、配置は困難である。また、社会福祉士・精神保健福祉士

の増員は、地域福祉計画に基づき検討する。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
個
人
的
に
は
反
対
で
あ
る
が
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市

の
農
業
施
策
は
、「
地
域
農
業
再
生
協
議
会
」
を
設
置
し
食
料
自
給
率
の
向
上
、
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
推
進
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組
み
、
食
育
推
進
計
画
で
も
地
産
地
消
を
進
め
て
い
く
。

■
日
本
共
産
党
甲
斐
市
議
団

松
井　

豊　
議
員

建築工事および社会福祉の専門職の配置と増員を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し
農
業
施
策
の
充
実
を

社会福祉の専門職増員は、地域福祉計画に基づき検討市長

赤
坂
と
ま
と
・
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
取
り
組
む

市
長

竜王中央保育園増築工事の入札遅延は、市の建設工事施工管理体制のず
さんさを露呈した。当面のチェック体制の強化と建築の専門職を採用し配置すべ
きであるが考えは。また、社会福祉専門職員も増員すべきであるが。

松井

市長

本市の水道料金は、今後、施設の老朽化に伴う整備や

耐震補強のため値上げせざるを得なく、甲府市の水道料金に近

づく見込みである。また、双葉地区の局番変更は、加入者負担

などの問題もあり困難であると認識している。

水道料および電話通話料の格差是正を

困難ではあるが引き続き取り組む市長

合併後の課題として、敷島地区の水道料金（甲府市水
道局）は、竜王・双葉地区に対し極めて割高である。また、双
葉地区の電話通話料金は、局番が違うため竜王・敷島地区の倍
額となっている。これらの料金格差是正の取り組みは。

松井

電話料の件は、呼量調査（双葉地区からどの方面にど
れくらい電話が掛けられているのか）を行うべきであるが見解は。
松井

市長

ＮＴＴの協力が得られるのであれば、調査したい。企画政策部長

野
田
内
閣
の
進
め
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
（
39
％
↓
13
％
）、
水
田

の
洪
水
防
止
機
能
の
喪
失
、
食
の
安
全
の
危
機
、
混
合
診
療
の
解
禁
に
よ
る
医
療
の
崩
壊
な
ど
が
危
惧

さ
れ
る
。
市
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
食
料
自
給
率
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

松
井

市
長

県営茅ヶ岳東部広域農道「（仮称）亀沢大橋」

一般質問

甲斐市議会だより No.30 甲斐市議会だより No.3021 20



議員研修会を開催しました！議員研修会を開催しました！議員研修会を開催しました！
11/26　市議会主催の

　市議会では、「地域主権改革研修～地方分権への新たな展開～」と題し、議員研修会を開催し
ました。講師には（株）ぎょうせい「木瀧　優」氏をお迎えし、地域主権改革で改正される法律
が 500 件を超えると予想されている現在、地方自治体が対応しなければならない制度や例規に
ついてお話を伺いました。
　内閣府は、地域のことをそこに住む住民が決めることで、活気に満ちた地域社会を目指してい
ます。このため、国と地方が“優越する上下の関係”から“対等なパートナーシップの関係”へ
と転換し、明治以来の中央集権体質から脱却するとも言っています。
　今回の研修は、地域主権改革についてこれ
までの経緯や概要、さらに具体的な例を挙げ
ながらの講演となりました。そもそも「地方
分権改革」とは何なのかという基本的なこと
からの内容であったこともあり、地方自治体
や議会に与えられた課題や問題そして役割に
ついて理解することができました。
　甲斐市でもさらに理解を深め、政策の決定
や例規の整備に至るまで迅速な対応が必要で
す。私たち甲斐市議会では、地域住民に焦点
をあてた改革に力を尽くしていきます。

（議会広報常任委員長　長谷部　集　記）

議会活性化研究会から
議会運営委員会への申し入れ
議会活性化研究会から

議会運営委員会への申し入れ
議会活性化研究会から

議会運営委員会への申し入れ
　平成 23 年 5 月に、議長の諮問機関として議会活性化研究会を設置し、議会活動の活性化および市民に分かりやす
い開かれた議会運営を行うため「情報公開」、「市民参加」をテーマとして研究会を 8 回開催しました。また、10 月には、
「甲斐市わくわくフェスタ」の会場において、議員全員による市民アンケート調査を行い、これらを踏まえ 1 月 17 日に、
次のとおり議会運営委員会へ申し入れを行いました。

議会運営委員会への申し入れ事項
（１）議会報告会（座談会、タウンミーティング）を開催すること

（３）市議会議員の委員会・審議会などへの委員就任辞退後の検証をすること

（２）次の事項を市議会ホームページで公開すること
① 各常任委員会議事録
② 予算・決算審査特別委員会議事録
③ 議会終了後における議案等資料

④ 議員個人の賛否結果
⑤ 議長交際費
⑥ 議会会派の活動状況

なお、1月20日開催の議会運営委員会において、この申し入れは、実施に向け、今後、協議検討を行うことになりました。
また、市民アンケートの結果は、市議会ホームページで公開していますので、ぜひご覧ください。

議員研修会・議会活性化研究会
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甲斐市議会HPアドレス

　議会活性化の取り組みとして、議会の活動を
広く公開するため、平成 23 年第 1 回定例会か
ら議場で行われる会議の様子をインターネット
により、ライブ中継（会議中）と録画中継（常時）
で配信しています。

編
集
後
記

平成24年 第１回定例会の日程（予定）
※日程等に変更がある場合もあります

※お気軽にお越しください。（議場傍聴席定員５１名）
◆平成23年第1回定例会から本会議の中継をインターネットで配信しています。

締め切り 送付先締め切り 送付先締め切り
平成24年5月7日（月）
到着分まで

月 日（曜日） 時　間 内　　容
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議会だより議会だより議会だよりの

表紙写真表紙写真表紙写真 を

募集募集募集 しています！

送付先
〒400-0192　甲斐市篠原2610番地
甲斐市議会事務局　庶務・議事係
Email　kai-gikai@city.kai.lg.jp
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市議会ホームページまたは議会事務局
までお問い合わせください。

TEL （055）278-1673
ホームページアドレス
http://gikai02.kaigiroku.jp/kai/

1（木）

2（金）

5（月）
7（水）
8（木）
9（金）
12（月）
13（火）
15（木）
16（金）
19（月）
21（水）
23（金）

甲斐市議会

あなたの撮った
カラー写真で
表紙を飾って
みませんか。

議会を傍聴してみませんか！議会を傍聴してみませんか！議会を傍聴してみませんか！

ご視聴は、甲斐市議会ホームページから

本会議（初日）
厚生環境常任委員会
建設経済常任委員会
総務教育常任委員会
本会議（代表質問）
本会議（代表・一般質問）
本会議（一般質問）

予算審査特別委員会

本会議（最終日）

午後２時～
午前９時30分～
午後1時30分～
午前９時30分～

午前10時～

午前９時30分～
午後1時30分～

午前９時30分～

午後2時30分～

議会中継・表紙写真募集
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